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令和８年度第１回横浜人形の家指定管理者選定評価委員会 会議録 

 
１ 日 時  令和８年５月 12 日（火） 10 時～12 時  
２ 場 所  横浜市庁舎 28 階 共用会議室 28N-03 
３ 出席者  長畑委員長、古閑委員、菊地委員、藤木委員、太田委員 
４ 欠席者  なし 
５ 傍聴者  あり 
６ 議事内容  
議 題 １ 委員長選出について 

２ 定足数の確認について 
３ 委員会の公開・非公開について 
４ 次期指定管理者の公募について 

委員意見等 １ 委員長選出 
  横浜人形の家指定管理者選定評価委員会運営要綱第６条第１項に基づき、委員の

互選により長畑委員を委員長に選任した。 
 
２ 定足数の確認について 

委員数５名のうち５名の出席（うち菊池委員はオンラインにより参加）により定

数を充足しており、会議の成立を確認した。 
 
３ 委員会の公開・非公開について 
【審議結果】 
  今回の議題は公募要項等の内容の検討が主たるものであり、公募要項等は公表前

であるため、公募の公正性を担保する観点から、横浜市の保有する情報の公開に関

する条例第 31 条及び横浜人形の家指定管理者選定評価委員会運営要綱第９条に基

づき、議題４「次期指定管理者の公募について」については非公開とした。 
  第二回選定委員会の審査について、応募団体のヒアリングについては、他の応募

団体の内容を参考にできないように配慮したうえで公開とし、その後の審査・選定

については厳正な審査が阻害される可能性があるため非公開とした。 
 
４ 次期指定管理者の公募について 
【事務局説明】 

・公募要項等（資料４～資料 11）について説明 
 
５ 公募要項等に関する主な意見について 
■公募スケジュール（資料４） 
（委員） 
・委員向けの現地見学会はあるか。 

 （事務局） 
５月 29 日(金)は応募者向けの日程になる。現状予定していないが、検討する。 
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■公募要項（資料６） 
 （委員） 

・ユニバーサルツーリズムという考え方があり、障害の有無に関係なく楽しめる施

設を目指すことで、施設としての価値が高まると思う。 
 （事務局） 
 ・今回の公募要項等に取り込めるよう、事務局で検討する。 
 
■業務の基準（資料７） 
 （委員） 
 ・業務の基準 11 ページ「５ 資料収集管理」について、評価区分 B の人形につい

ては、施設の判断で廃棄しても良いのではないか。 
 （事務局） 

現状を確認し、要項等への反映について、検討する。 
 

 （委員） 
・外国人の来館者を増やすために、施設内の多言語化に取り組むべきではないか。 

 （事務局） 
 ・今回の公募要項等に取り込めるよう、事務局で検討する。 
 
■業務の基準 別添資料（資料８） 
 （委員） 
 ・業務の基準 別添資料 13 ページ「８ 施設詳細情報（２）所蔵人形」に人形の評

価額がある。これは毎年変わるものなのか。 
 （事務局） 
 ・人形を取得した時の価値になっており、変動はしていない。 
  
【審議結果】 

公募要項、業務の基準等は、決定で了承済み。選定評価委員会での各委員からの

意見については、原案へ反映する範囲や内容を委員長と調整のうえ、決定とするこ

とで了承された。 

 また、議事録については各委員に確認後、委員長の確認のうえ、公表することと

する。 
 
 
 


